
▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

上
坂
永
子
氏
（
中
央
３
）
の
任
命
に

つ
い
て
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
２
年
12
月
22
日
か
ら
令
和
６

年
12
月
21
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

▼
人
権
擁
護
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
鈴
木
文
子

氏
（
円
山
）
の
推
せ
ん
に
つ
い
て
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

▼
経
営
所
得
安
定
対
策
に
お
け
る
「
子

▼
経
営
所
得
安
定
対
策
に
お
け
る
「
子

実
用
と
う
も
ろ
こ
し
」
の
適
用
拡
大

実
用
と
う
も
ろ
こ
し
」
の
適
用
拡
大

を
求
め
る
意
見
書

を
求
め
る
意
見
書

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済
対
策
を

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
地
域
経
済
対
策
を

求
め
る
意
見
書

求
め
る
意
見
書
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▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第

予
算
（
第
1010
号
）
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
１
億
５
３
０
６

万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１

０
億
１
９
９
７
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
、
主
な
内
容
は
、
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
費
負
担
金
の

追
加
等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第

予
算
（
第
1111
号
）
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
２
９
８
４
万

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
０

億
４
９
８
１
万
７
千
円
と
す
る
も
の

で
、
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
係
る
補
正
で
す
。

議会の動き議会の動き

　　令和２年第８回栗山町議会定例会で次の令和２年第８回栗山町議会定例会で次の
議案が審議され、全て可決・同意されました。議案が審議され、全て可決・同意されました。

（12月 15 日招集）（12月 15 日招集）

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
１
１
３
１
万
９

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
14
億
７
５

４
２
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主

な
内
容
は
、
過
年
度
保
険
給
付
費
等

交
付
金
返
還
金
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
令
和
２
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

▼
令
和
２
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
28
万
４
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
１
５
８
３
万

１
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容

は
、
教
職
員
人
件
費
及
び
施
設
修
繕

料
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
４
１
０
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
15
億
２
５
４

６
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な

内
容
は
、
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支

援
交
付
金
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
45
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
億
６
１
４
７
万

３
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）

議    

案

　

水
道
事
業
資
本
的
収
入
に
、
３
０

１
０
万
円
を
追
加
し
、
そ
の
総
額
を

２
億
１
４
３
７
万
３
千
円
と
し
、
水

道
事
業
資
本
的
支
出
に
、
１
６
７
６

万
４
千
円
を
追
加
し
、
そ
の
総
額
を

４
億
８
５
５
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

▼
令
和
２
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

下
水
道
事
業
資
本
的
収
入
に
、
１
８

１
万
４
千
円
を
追
加
し
、
そ
の
総
額

を
２
億
５
９
９
４
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

▼
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

▼
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

令
和
２
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い

て
、
延
滞
金
等
の
計
算
に
係
る
利
率

割
合
の
変
更
に
伴
い
、
関
係
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

▼
栗
山
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

改
正
す
る
条
例

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
公
園
及
び
夕
張
川
河
畔
公
園
に

▼
栗
山
公
園
及
び
夕
張
川
河
畔
公
園
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

株
式
会
社
た
か
は
し
ダ
リ
ア

　

代
表
取
締
役　

高
橋　

和
則　

▼
栗
山
町
社
会
教
育
施
設
等
に
係
る
指

▼
栗
山
町
社
会
教
育
施
設
等
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

株
式
会
社　

日
東
総
業

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
本　

秀
一

▼
栗
山
町
体
育
施
設
に
係
る
指
定
管
理

▼
栗
山
町
体
育
施
設
に
係
る
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

株
式
会
社　

ス
イ
テ
ッ
ク

　

代
表
取
締
役　

佐
藤　

孝
行

▼
栗
山
町
栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

▼
栗
山
町
栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

コ
ー
ス
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

鵜
川　

昌
久

▼
栗
山
町
図
書
館
に
係
る
指
定
管
理
者

▼
栗
山
町
図
書
館
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

の
指
定
に
つ
い
て

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

く
り
や
ま

　

理
事
長　

太
田　

宏
幸

▼
栗
山
町
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
係

▼
栗
山
町
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

栗
山
地
区
連
合
会

　

会
長　

伊
藤　

達
寛

▼
栗
山
町
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
に
係

▼
栗
山
町
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
法
人

　

栗
山
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
長　

橘　

一
也

意
見
書

３
月
に
再
建
し
ま
し
た
。
同
年
５
月

８
日
の
除
幕
式
に
は
、
町
内
外
の
名

士
２
０
０
余
人
が
列
席
。
式
典
後
、

役
場
職
員
に
よ
る
開
拓
劇
「
大
地
に

立
つ
男
」
と
、
栗
山
光
栄
団
に
よ
る

演
奏
が
銅
像
復
元
に
大
き
な
花
を
添

え
ま
し
た
。

昭
和
40
年
、
開
基
80
年
を
機
に
、

銅
像
は
旧
役
場
庁
舎
跡
地
（
角
田
）

か
ら
現
役
場
庁
舎
前
に
移
設
さ
れ
ま

し
た
。
翁
の
銅
像
は
２
世
紀
を
ま
た

い
で
、
栗
山
の
未
来
と
発
展
を
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

町
史
編
さ
ん
室

☎
�
７
８
２
０

泉
麟
太
郎
翁
の
銅
像

明
治
21
年
５
月
に
新
天
地
の
角
田

村
開
礎
を
果
た
し
、
枚
挙
の
功
労
業

績
を
残
し
た
泉
麟
太
郎
翁
。
翁
へ
の

敬
慕
の
念
を
示
す
た
め
、
大
正
11

年
、
銅
像
建
設
が
坂
東
村
長
に
よ
り

唱
導
さ
れ
ま
し
た
。
銅
像
製
作
を
彫

刻
家
小
林
誠
義
氏
（
東
京
）
に
依
頼

し
、
銅
像
建
設
協
賛
会
か
ら
の
総
経

費
１
万
１
０
０
０
余
円
を
も
っ
て
、

角
田
村
庁
舎
の
前
庭
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
。
大
正
12
年
７
月
15
日
、
村
民

が
交
響
楽
を
奏
で
、
泉
麟
太
郎
翁
夫

妻
を
正
賓
に
迎
え
て
の
盛
大
な
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
銅
像
は
太
平
洋
戦
争
に
よ
る

貴
金
属
供
出
命
令
に
よ
っ
て
昭
和
18

年
に
供
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
24

年
、
町
制
施
行
・
開
基
60
周
年
を
記

念
し
て
復
元
の
声
が
上
が
り
、
翌
年

こんにちは！ 町史編さん室ですこんにちは！ 町史編さん室ですNo.53

泉麟太郎翁の銅像（役場前）


